
「社会保障・税一体改革」をやめさせ、応能負担で社会保障の拡充を！ 

ほっかいどうの社会保障 
２０１２年５月１４日  北海道社会保障推進協議会 Tel:011-758-2648  FAX:758-4666 

 

どこに住んでいても必要な医療が受けられるように！ 
公立病院と地域医療を守る道連絡会  地域医療計画、医師問題などで道と懇談 
   

 北海道社保協も参加する「公立病院と地域医療を守る道連絡会」は、５月８日、北海道の担当者と地域医療

計画などについての道としての考え方や進め方、医師政策などの説明を受け、懇談しました。 

今年度は「北海道医療計画」に関連する計画も見直し

・医療費適正化計画（国保医療課）          2008-2012
・がん対策推進計画（地域保健課）          2008-2012
・すこやか北海道 21（健康安全局）         2001-2012
・歯科保健医療推進計画（地域保健課）      2010-2012
・北海道病院事業改革プラン（道立病院室）2008-(5 年)

・障害者基本計画（障害者保健福祉課）      2003-2012
・北海道自殺対策行動計画（障害者保健福祉課）2008-2012

２次医療圏の設定見直しについては、道も「人口や入院患者の流入・流出率で見直さないように働きかけ

てきた。指針では見直されたが、『面積、基幹病院までの

アクセスなどを考慮する』ことも加わった」「５月に北海

道総合保健医療協議会に計画特別委員会を作り、秋には一

定の形ができるので、その後、地域懇談会やパブリックコ

メントを行う予定」「今年度は医療計画の他にも７つの計

画の見直しや地域主権改革関連法による条例制定もある」

など担当者が説明。質疑で、指針は国の技術的助言であり、

道の責任で作成するものであることも確認しました。 

道内２１の医療圏のうち半数が見直しの対象になりま

す。会は地元の住民の要求をふまえて計画を作成するように再度要請。今後、２次医療圏の実態などを掴み、

道へ要望してくことなどを話し合いました。 

 

「４月から、生活援助が９０分→７０分に短縮されて、困っています」 

 旭川 街頭宣伝中に７９歳の女性（要支援）が相談 
街頭宣伝の途中近づいてきた女性がいます。市営住宅にひとりで住むＦさん７９歳

（写真）です。「介護保険で困っている」と話します。Ｆさんは変形性膝関節症による人

工関節で身体障害４級です。月１回ヒアルロン酸の注射をしています。喘息と高血圧

で旭川医大に定期受診もしています。介護保険の認定を受け「要支援１」です。Ａ事

業所のヘルパーさんに週に２回来てもらっています。3 月まで 90 分でしたが 4 月から

70 分に時間が短くなりました。ヘルパーさんには主に部屋の掃除をお願いしていまし

た。ヘルパーさんに負担をかけないように「できることは自分で」やってきましたが、

時間が短くなり不安を感じています。「だんだん制度が使いづらくなっている」と話します。使いたくても使

えない介護保険制度。安心して使える制度に変えていくことが必要です。（旭川・上川社保協ＦＡＸニュースより） 
 

ポスターで周知する市も 一方で生活保護申請書を渡さない市も  
北海道社保協 「道内各市の生活保護行政の状況調査」・中間まとめ（２３市の状況） 
道内の福祉事務所の相談数と申請数の割合をみると 20％台から 80％台と開きあります。道社保協では、札幌白石区姉妹孤

立死事件のような事件を二度と起こさないために、札幌以外の市の生活保護行政の状況を調査し、23 市の状況が分かりました。 

公共施設や銭湯などに、生活保護の周知ポスターの掲示(図)や、相談員が丁寧に生活状況を聞いて生活保

護の利用に結びつけている市もありました。2/3 の市で窓口に申請用紙を置いていますが、社保協関係者が働きか

けて置かせた市もあります。一方で、1/3 の市が申請書を窓口に置かず、面接官がなかなか渡さない市もありました。 

申請については住居、自家用車所有や就労指導で機械的に受け付けないケースもあり、中には所持金や預貯金

通帳の残高が基準を下回っていても受け付けないケースも

ありました。また、申請者に民生委員宅を訪問させ民生委

員の意見書の記載を求める市も 20％ありました。 

 ○ × 

８市（34.8%） 申請書を窓口に設置 １５市（65.2%）

６市（26.1%） 申請書を渡さない場合ある １４市（60.9%）

今後、生活保護行政を改善させるため、各地で、福祉事務所と生活保護行政の状況などについて懇談を持ちましょう。 

 

-15 日から１７日 札幌で 全国「餓死」「孤立死」問題調査-    

全国「餓死」「孤立死」問題調査 in 札幌・市民集会 
15 日（火）１８時３０分～  北大学術交流会館・講堂  （参加費無料） 


